
INFORMATION
施　設

料　金

期　間

催　事

ＴＥＬ

所在地

メナード美術館

一般 :1000 円　高大学生 :600 円　小中学生 :300 円

７月７日 ( 火 ) ～９月 23 日 ( 水・祝 )

なつやすみ所蔵企画展　美術の時間

(0568)75-5787

小牧市小牧 5-250

施　設

料　金

期　間

催　事

ＴＥＬ

所在地

豊田市美術館

一般 :1900 円　高大学生 :1200 円　中学生以下無料

アンドリュー・ワイエス展

(0565)34-6610

豊田市小坂本町 8-5-1 ７月 18 日 ( 土 ) ～９月 23 日 ( 水・祝 )

施　設

料　金

期　間

催　事

ＴＥＬ

所在地

岐阜県美術館

一般 :370 円　大学生 :240 円　高校生以下無料

７月４日 ( 土 ) ～８月 30 日 ( 日 )

信仰と日本の近現代美術

(058)271-1313

岐阜県岐阜市宇佐 4-1-22

施　設

料　金

期　間

催　事

ＴＥＬ

所在地

名古屋市美術館

一般 :1900 円　高大学生 :1000 円　中学生以下無料

７月 11 日 ( 土 ) ～９月６日 ( 日 )

スウェーデン・テキスタイル　暮らしと自然に息づく北欧デザイン

(052)212-0001

名古屋市中区栄 2-17-25

施　設

ＴＥＬ

所在地

マコンデ美術館

料　金

期　間

催　事

一般 :1000 円　高校生 :800 円　小中学生 600 円

７月 18 日 ( 土 ) ～ 10 月 18 日 ( 日 )

マコンデ彫刻　骸骨展 ー死を超えて、生を彫るー

(0596)42-1192

三重県伊勢市二見町松下 1799-4

施　設

料　金

期　間

催　事

ＴＥＬ

所在地

三重県立美術館

一般 :1200 円　学生 :1000 円　高校生以下無料

７月 26 日 ( 日 ) まで

ロックフェラー・コレクション花鳥版画展 北斎、広重を中心に

(059)227-2100

三重県津市大谷町 11

施　設

料　金

期　間

催　事

ＴＥＬ

所在地

名古屋大学博物館 

無料

10 月 17 日 ( 土 ) まで

鉱物いろいろラボ

(052)789-5767

名古屋市千種区不老町

施　設

料　金

期　間

催　事

ＴＥＬ

所在地

ヤマザキマザック美術館

一般 :1000 円　小中高生 :500 円　小学生未満無料

10 月 18 日 ( 日 ) まで

所蔵品展ー春から秋へ―

(052)937-3737

名古屋市東区葵 1-19-30

施　設

料　金

期　間

催　事

ＴＥＬ

所在地

豊田市民芸館

一般 :1000 円　高大学生 :800 円　中学生以下無料

８月 30 日 ( 日 ) まで

アーツ・アンド・クラフツとデザイン　そして民藝

(0565)45-4158

豊田市平戸橋町波岩 86-100

 

施　設

料　金

期　間

催　事

ＴＥＬ

所在地

岐阜県現代陶芸美術館

一般 :1200 円　大学生 :1000 円　高校生以下無料

７月 11 日 ( 土 ) ～９月 27 日 ( 日 )

吉田璋也のデザイン

(0572)28-3100

岐阜県多治見市東町 4-2-5

施　設

料　金

期　間

催　事

ＴＥＬ

所在地

名古屋市科学館

一般 :1800 円　大学生 :1000 円　小中高生 :500 円

７月 18 日 ( 土 ) ～９月 23 日 ( 水・祝 )

スケスケ展２　スケると見える仕組みの世界

(052)201-4486

名古屋市中区栄 2-17-1



PICK UP

―

交
通
案
内―

▼
地
下
鉄
鶴
舞
線
豊
田
市
行
き
終
点
、

名
鉄
三
河
線
猿
投
行
き
「
豊
田
市
」、

愛
知
環
状
鉄
道
「
新
豊
田
」
下
車
徒

歩
15
分

豊
田
市
美
術
館

10
時
〜
17
時
半(

入
場
は
17
時
ま
で)

マ
コ
ン
デ
美
術
館
　

―

交
通
案
内―

▼
近
鉄
・
Ｊ
Ｒ
「
鳥
羽
」「
伊

勢
市
」、
Ｊ
Ｒ
「
二
見
浦
」、

近
鉄
「
宇
治
山
田
」
各
駅
の

最
寄
り
の
バ
ス
停
よ
り
三
交

バ
ス
乗
車
「
池
の
浦
」
下
車

徒
歩
４
分

開
館
時
間

期

　
間

観

覧

料

休

館

日

月
曜
日(

但
し
７
月
20
日
、
９
月
21
日

は
開
館)

７
月
18
日(

土)

〜
９
月
23
日(

水
・
祝)

一
般
　
　
　
　
　
　
　  

１
９
０
０
円

高
大
学
生
　
　
　
　
　  

１
２
０
０
円

◎
オ
ン
ラ
イ
ン
チ
ケ
ッ
ト

一
般
　
　
　
　
　
　
　  

１
７
０
０
円

高
大
学
生
　
　
　
　
　  

１
０
０
０
円

◎
オ
ン
ラ
イ
ン
限
定
平
日
早
割
券

１
５
０
０
円(

８
月
７
日
ま
で
の
平
日

の
み
使
用
可)

９
時
〜
17
時(

入
館
は
16
時
半
ま
で)

開
館
時
間

期
　  

間

観

覧

料

休

館

日

火
曜
日(

但
し
８
月
11
日
、
９
月
22
日

は
開
館)

、
８
月
12
日(

水)

、
９
月
24

日(

木)

７
月
18
日(

土)

〜
10
月
18
日(

日)

一
般
　
　
　
　
　
　
　
　
１
０
０
０
円

高
校
生
　
　
　
　
　
　
　
　
８
０
０
円

小
中
学
生
　
　
　
　
　
　
　
６
０
０
円

ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
ワ
イ
エ
ス
展

 

マ
コ
ン
デ
彫
刻 

骸
骨
展―

死
を
超
え
て
、
生
を
彫
る―

　
20
世
紀
ア
メ
リ
カ

具
象
絵
画
を
代
表
す

る
画
家
ア
ン
ド
リ
ュ

ー
・
ワ
イ
エ
ス
の
没

後
初
の
展
覧
会
。

　
１
９
３
７
年
、
20

歳
の
若
さ
で
頭
角
を
現
し
た
ワ
イ
エ
ス

は
、
同
時
代
の
前
衛
的
な
芸
術
か
ら
は

距
離
を
置
き
、
生
涯
に
わ
た
り
身
近
な

人
々
や
風
景
を
描
き
続
け
た
。
ご
く
個

人
的
で
あ
り
な
が
ら
普
遍
性
を
持
つ
そ

の
作
品
は
、多
く
の
人
々
の
心
に
届
き
、

日
本
で
も
高
い
人
気
を
誇
る
。

　
ワ
イ
エ
ス
の
作
品
に
は
窓
や
扉
な

ど
、「
境
界
」
を
示
す
モ
チ
ー
フ
が
数

多
く
表
れ
る
。
そ
れ
ら
は
彼
に
と
っ
て

生
と
死
、
内
面
と
外
の
世
界
を
つ
な
ぐ

も
の
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
同
展
で

は
「
境
界
」
の
表
現
に
着
目
し
、
日
本

初
公
開
10
点
以
上
を
含
む
約
１
０
０
点

(

一
部
展
示
替
え
あ
り)

の
作
品
を
紹

介
す
る
。

　
マ
コ
ン
デ
彫
刻
の
中
か

ら
「
骸
骨
」
を
モ
チ
ー
フ
と

し
た
作
品
を
展
示
す
る
。

　
硬
く
て
黒
い
ア
フ
リ
カ

黒
檀
を
用
い
た
精
緻
で
力

強
い
造
形
に
よ
っ
て
、
世
界

的
に
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
マ
コ
ン
デ

彫
刻
。
彫
刻
家
の
ア
ル
エ
シ
・
サ
マ
ー

キ
は
、
骸
骨
を
単
な
る
死
の
象
徴
で
は

な
く
、
生
き
て
い
る
人
物
の
よ
う
に
彫

り
上
げ
た
。
骨
だ
け
の
姿
で
あ
り
な
が

ら
、
そ
こ
に
は
ユ
ー
モ
ア
や
人
間
味
が

漂
い
、
見
る
者
に
不
思
議
な
親
し
み
と

深
い
印
象
を
与
え
る
。

　
同
展
で
は
、
骸
骨
彫
刻
の
多
彩
な
表

現
を
通
し
て
、
マ
コ
ン
デ
彫
刻
の
独
創

的
な
造
形
力
と
、
人
間
と
い
う
存
在
を

見
つ
め
る
彫
刻
家
た
ち
の
視
点
を
、
約

20
点
の
作
品
に
よ
り
紹
介
す
る
。
　

ナイフを持った骸骨
アルエシ・サマーキ

アンドリュー・ワイエス
《クリスティーナ・オルソ
ン》1947 年 テンペラ、パ
ネル 83.8 × 63.5cm マイロ
ン・クニン・コレクション、
ミネアポリス
Myron Kunin Collection of 
American Art,Minneapolis,MN 
Photo:Curtis,Inc.
©2026 Wyeth Foundation 
for American Art/ARS,New 
York/JASPAR,Tokyo

子供を連れた遺骨
アルエシ・サマーキ



INFORMATION

料金／  12,000 円～
　　　　 9,500 円～
　　　　 7,500 円～　  4,500 円～　

　7月５日、名古屋有数の観光地である熱田神

宮近くに、新たな劇団四季専用劇場がオープン。

そのこけら落としを華やかに飾るのは、世界中

を魅了し続けているミュージカルの名作。

　フランスの作家ガストン・ルルーの原作を

もとに、オペ

ラ座の地下深

くに棲む怪人

と歌姫クリス

ティーヌの悲

恋を美しく鮮

烈に描く。　

名古屋市中区栄 4-5-11

問い合せ先

(052)265-1718

日時／８月１日 ( 土 ) 14:00 開演

料金／一般指定席

　　　5,000 円

　1984 年に映画化され、世界中で愛され続け

る宮崎駿の大作漫画「風の谷のナウシカ」を、

八代目尾上菊五郎、中村七之助ら魅力あふれる

俳優により歌舞伎舞台化。

　原作のストーリー全体を完全舞台化し、後編

では、４幕

目の「大海

嘯」から大

詰の「シュ

ワの墓所の

秘密」を収

録。

　2016 年結成、第 67 回ミュンヘンコンクー

ルのピアノ三重奏部門で日本人団体として初優

勝した注目のピアノ三重奏団。

　1969 年の創設から 44 年にわたり活躍を続

けた世界最高峰の弦楽四重奏団・東京クヮルテ

ットのメンバ

ー、池田菊衛

と磯村和英を

迎え、ピアノ

四重奏曲とピ

アノ五重奏曲

を演奏する。

　ショパン国際ピアノコンクールで最年少入賞

した日本を代表するピアニスト・横山幸雄のデ

ビュー 35 周年記念公演。自作曲の演奏から名

曲の数々まで、ショパンの魂に迫る特別なプロ

グラムを届ける。

　円熟の演

奏で描く“本

物のショパ

ン”。心震

えるひとと

きをぜひ宗

次ホールで。

○Ｂ C○

○S

Ａ○

名古屋市熱田区
三本松町101-20
劇団四季
(0570)008-110

日時／12 月 31 日 ( 木 ) までの公演分を販売
昼13:00 13:30　夜17:30 18:30　1回公演、休演、貸切日あり

日時／８月 16 日 ( 日 )
17:00 開演 (16:30 開場 )※整理番号順入場

料金 ( 全席自由 )
一般 5,000 円 学生 2,500 円
ペア 9,000 円

名古屋市昭和区桜山町

　　　　　　　 1-21

(052)265-1718

日時／７月 24 日 ( 金 ) ～30 日 ( 木 ) 
開演時間は日によって異なる　

名古屋市中村区名駅4-7-1 

ミッドランドクエア5階

(052)527-8808

一般料金／ 2,300 円

学生・小児料金／ 1,500 円

※劇場HPにてご確認ください

※WEB 早期申込割引あり

ＭＴＧ名古屋四季劇場〔熱田〕

オペラ座の怪人
宗次ホール

ホールルンデ ミッドランドスクエアシネマ

https://www.midland-sq-cinema.jp/index.phphttps://dbf.jp/runde/index.cfm?page=concert

https : / /www.shiki . jp / https://munetsuguhall.com/

シネマ歌舞伎

撮影 : 阿部章仁

新作歌舞伎 風の谷のナウシカ 後編葵トリオ
池田菊衛、磯村和英を迎えて

- ピアノ三重奏団 其の伍 -

©masatoshi yamashiro磯村和英

池田菊衛

横山幸雄　ピアノ・リサイタル
Chopin with Soul 入魂のショパン in 名古屋



　
西
濃
運
輸
株
式
会
社
（
岐
阜
県
大

垣
市
）
で
は
、
今
春
に
入
社
し
た
外

国
人
ド
ラ
イ
バ
ー
７
人
の
う
ち
５
人

が
、
日
本
で
有
効
な
運
転
免
許
証
の

取
得
お
よ
び
同
社
理
念
・
規
則
等
の

研
修
、
日
本
語
研
修
等

を
経
て
、
営
業
乗
務
社

員
と
し
て
、
６
月
10
日

か
ら
順
次
配
属
さ
れ
た
。

　
同
社
で
は
今
年
３
月

に
中
途
採
用
の
ベ
ト
ナ

セ
ラ
ミ
ッ
ク
α
カ
ン
パ
ニ
ー
へ

歩
み
を
進
め
る
美
濃
窯
業

西
濃
運
輸
に
初
の

外
国
人
営
業
乗
務
社
員
誕
生

ああああああああああああああ

ム
人
ド
ラ
イ
バ
ー
が
、
大
型
車
両
に

て
拠
点
間
輸
送
を
行
う
路
線
乗
務
社

員
と
し
て
単
独
乗
務
を
始
め
て
い
る

が
、
集
荷
・
配
達
業
務
を
担
う
営
業

乗
務
社
員
と
し
て
配
属
さ
れ
る
の
は

今
回
が
初
め
て
。

　
運
送
業
界
で
は
、
少
子
高
齢
化
や

２
０
２
４
年
問
題
の
影
響
も
あ
り
、

ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
が
深
刻
化
。
そ
こ

で
同
社
で
は
安
定
し

た
物
流
サ
ー
ビ
ス
の

継
続
に
向
け
、
多
様

な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン

ド
を
持
つ
人
財
の
採

用
と
育
成
を
段
階
的

に
推
進
。
今
年
度
中

に
営
業
乗
務
社
員
と

し
て
合
計
13
人
の
外

国
籍
従
業
員
を
採
用

す
る
計
画
を
立
て
て
お
り
、
７
月
に

は
新
た
に
４
人
、
10
月
に
２
人
が
入

社
予
定
。

　
し
か
し
営
業
乗
務
社
員
の
業
務

は
、
安
全
確
保
か
ら
顧
客
対
応
ま
で

多
岐
に
わ
た
る
。
業
界
特
有
の
物
流

用
語
や
作
業
動
線
マ
ニ
ュ
ア
ル
、
礼

節
や
接
客
マ
ナ
ー
な
ど
、
日
本
の
物

流
現
場
で
求
め
ら
れ
る
行
動
基
準
を

ど
の
よ
う
に
理
解
し
て
も
ら
う
か

が
、
外
国
人
登
用
の
重
要
な
カ
ギ
と

な
る
。
そ
こ
で
同
社
で
は
実
践
を
通

じ
た
日
本
語
教
育
と
併
せ
、
品
質
方

針
や
安
全
方
針
、
作
業
導
線
な
ど
、

確
実
に
習
得
す
べ
き
内
容
に
つ
い
て

の
マ
ニ
ュ
ア
ル
計
55
㌻
相
当
を
、
英

語
、
ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
、
ベ
ト
ナ
ム
語
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
、
ネ
パ
ー
ル
語
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
語
の
翻
訳
版
を
準
備
。

か
つ
動
画
化
も
す
る
こ
と
で
、
外
国

人
ド
ラ
イ
バ
ー
が
い
つ
で
も
ど
こ
で

も
、
自
身
の
母
国
語
で
正
し
い
業
務

手
順
を
学
べ
る
環
境
を
整
え
た
。

　
翻
訳
し
た
動
画
は
対
話
型
Ａ
Ｉ
と

連
携
さ
せ
、「
点
呼
」「
不
在
時
の
対

応
」
な
ど
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
入
力
す

る
だ
け
で
、
必
要
な
作
業
手
順
や
教

育
動
画
を
瞬
時
に
呼
び
出
す
こ
と
が

で
き
る
と
い
う
。

　
耐
火
物
・
耐
火
レ
ン
ガ
大
手
の
美

濃
窯
業
（
岐
阜
県
瑞
浪
市
）
は
、
２

０
３
０
年
に
〝
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
α
カ

ン
パ
ニ
ー
〟
へ
と
進
化
し
て
い
る
こ

と
を
目
指
し
、
耐
火
物
セ
ラ
ミ
ッ

ク
ス
事
業
へ
の
脱
皮
と
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
貢
献
す
る
新
製
品

開
発
に
注
力
中
。

　
５
月
に
発
表
さ
れ
た
２
０
２
６
年

３
月
期
決
算
は
、原
燃
料
価
格
高
騰
、

労
務
費
増
に
よ
り
コ
ス
ト
が
上
昇
し

た
も
の
の
、
耐
火
物
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス

事
業
は
セ
メ
ン
ト
以
外
の
市
場
を
開

拓
、
プ
ラ
ン
ト
事
業
は
工
事
部
門
が

好
調
な
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
売
上
高

１
６
１
・
５
億
円
（
前
年
同
月
比
７
・

３
％
増
）、営
業
利
益
16
・
０
億
円（
同

１
・
５
％
増
）、
当
期
純
利
益
12
・

５
億
円
（
同
２
・
７
％
増
）
と
増
収

増
益
を
達
成
し
た
。

　
半
導
体
向
け
焼
成
炉
や
電
子
部
品
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岐阜支店勤務となったインド出身社員

従来の耐火断熱レンガの 1／５の重さかつ高

強度の多孔質セラミックスレンガなどを開発

ヒンディー語のマニュアルを確認



「
気
候
変
動
×
生
態
系
」
を

テ
ー
マ
に
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム

　新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
な
ど
を

テ
ー
マ
と
す
る
産
業
展
示
会「
Ａ
Ｘ

Ｉ
Ａ

　Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
」が
、
今
年
は
中
部

国
際
空
港
横
の
愛
知
国
際
会
議
展
示

場（A
ich
i

　

S
k
y

　

E
x
p
o

）
に
て
６

月
３
〜
５
日
に
企
画
さ
れ
、
初
日
は

台
風
接
近
の
た
め
急
き
ょ
終
日
中
止

と
な
っ
た
も
の
の
、
４
、
５
日
は
無
事

開
催
。多
く
の
来
場
者
が
訪
れ
た
。

　「
Ａ
Ｘ
Ｉ
Ａ

　Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
２
０
２

６
」は「
愛
知
発
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
社
会
の
実
現
へ
」が
テ
ー
マ
。

従
来
の「
水
素
・
ア
ン
モ
ニ
ア
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
展
」「
Ｇ
Ｘ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
展
」「
ス
マ
ー
ト
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

展
」に
加
え
、
バ
ッ
テ
リ
ー
や
蓄
電
技

術
、
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

脱
炭
素
社
会
へ
の
最
新
技
術
集

結
し
た
「
Ａ
Ｘ
Ｉ
Ａ 

Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
」

　下
水
道
、
浄
化
槽
、
工
場
排
水
な
ど

の
排
水
処
理
施
設
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

事
業
を
ビ
ジ
ネ
ス
の
軸
と
し
、
浄
水

施
設
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
排
水
処
理

施
設
の
設
計
施
工
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
、
水
の
分
析
な
ど
水
に
関
す
る
ビ

ジ
ネ
ス
を
ト
ー
タ
ル
で
行
う
エ
ス
テ

ム（
名
古
屋
市
南
区
）が
主
催
す
る
35

回
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
６
月
９
日
、

「
ウ
イ
ン
ク
あ
い
ち
」の
リ
ア
ル
会
場

と
オ
ン
ラ
イ
ン
と
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト

形
式
で
開
催
さ
れ
た
。

用
台
板
の
販
売
増
加
に
加
え
、
積
極

的
な
株
主
還
元
策
と
安
定
し
た
財
務

基
盤
に
よ
り
、
２
０
２
７
年
３
月
期

も
営
業
利
益
19
億
円
（
前
期
比
18
・

７
％
増
）
を
見
込
ん
で
お
り
、
３
期

連
続
の
最
高
益
更
新
を
目
指
す
。

　な
お
同
社
で
は
各
種
エ
ン
ゲ
ー
ジ

メ
ン
ト
強
化
策
に
よ
る
優
秀
な
人
材

確
保
に
も
力
を
入
れ
、「
あ
い
ち
女

性
輝
き
カ
ン
パ
ニ
ー
」
優
良
企
業
も

受
賞
。
変
化
に
機
動
的
に
対
応
で
き

る
組
織
の
構
築
に
取
り
組
む
。

　「
水
を
中
心
と
す
る
環
境
文
化
と
、

安
全
で
快
適
な
水
環
境
の
創
造
を

通
じ
て
、
社
会
に
貢
献
す
る
」と
い
う

経
営
理
念
に
則
っ
た
事
業
活
動
に
加

え
、
国
内
外
で
の
植
林
、
育
林
活
動
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
保
全
の
た
め
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も
積
極
的
に
行

う
同
社
が
、
環
境
文
化
醸
成
の
た
め

の
活
動
の
一
つ
と
し
て 

36
年
前
か
ら

継
続
し
て
開
催
し
て
い
る
も
の
。
毎

年
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
作
り
上
げ
る
の
は

同
社
の
若
手
社
員
た
ち
だ
。

　今
回
は
テ
ー
マ
を「
気
候
変
動
×

生
態
系

　陸
と
海
か
ら
見
る
地
球
の

異
変
」と
し
、
第
１
部
は
国
立
研
究
開

発
法
人 

水
産
研
究
・
教
育
機
構 

水
産

資
源
研
究
所 

社
会
・
生
態
系
シ
ス
テ

ム
部
長
の
黒
木
洋
明
氏
に
よ
る「
海
・

さ
か
な
に
何
が
お
こ
っ
て
い
る
？
」、

第
２
部
は
岩
手
大
学
農
学
部
准
教
授

の
山
内
貴
義
氏
に
よ
る「
私
た
ち
の

隣
人
、
ク
マ
と
の
向
き
合
い
方
〜
東

北
の
現
状
と
管
理
の
最
前
線
〜
」と
、

２
人
の
専
門
家
講
師
か
ら
最
新
の
知

見
や
現
場
の
事
例
が
示
さ
れ
た
。

　第
３
部
と
し
て
質
疑
応
答
も
行
わ

れ
、
日
常
の
暮
ら
し
と
生
態
系
と
の

つ
な
が
り
を
考
え
、
持
続
可
能
な
未

来
を
つ
く
る
ヒ
ン
ト
が
探
ら
れ
た
。
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第１部の講師を務めた国立研究
開発法人 水産研究・教育機構 
水産資源研究所の黒木洋明氏

リ
モ
ー
ト
で
第
２
部
の
講
師

を
務
め
た
山
内
貴
義
氏

開
会
挨
拶
を
行
う
塩
崎
敦
子
エ
ス
テ
ム
社
長



国
産
農
作
物
を
活
用
し
た

か
き
氷
向
け
商
品
を
強
化

「
木
曽
路
」
が
加
賀
屋
と
連

携
し
能
登
の
食
文
化
を
発
信

福
祉
分
野
の〝
学
ぶ
〞〝
働
く
〞

を
知
る
複
合
イ
ベ
ン
ト

フ
ォ
ー
カ
ス
し
た「
バ
ッ
テ
リ
ー
＆

エ
ネ
ル
ギ
ー
展
」を
新
設
。ア
ジ
ア
企

業
や
政
府
機
関
が
出
展
す
る
エ
リ
ア

や
愛
知
県
自
治
体
展
示
エ
リ
ア
も
あ

り
、
計
６
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
け

ら
れ
た
会
場
に
は
大
手
か
ら
中
小
企

業
ま
で
幅
広
い
業
種
の
２
７
１
社
・

団
体
が
出
展
し
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
社
会
実
現
に
資
す
る
技
術
や

製
品
を
Ｐ
Ｒ
し
た
。

　ま
た
会
場
内
に
設
置
さ
れ
た
ス

テ
ー
ジ
で
は
各
企
業
の
最
先
端
の
取

り
組
み
な
ど
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
演

の
ほ
か
、
宇
宙
飛
行
士
の
若
田
光
一

氏
に
よ
る
特
別
講
演
、
著
名
人
に
よ

る
業
界
の
最
新
動
向
解
説
な
ど
も
実

施
さ
れ
、多
く
の
聴
衆
を
集
め
た
。

　

　花
び
ら
や
果
実
な
ど
国
産
農
産
物

を
原
料
と
し
た
四
季
折
々
の
ス
イ
ー

ツ
素
材
を
手
掛
け
る
山
眞
産
業 

花

び
ら
舎（
名
古
屋
市
西
区
）は
、
夏
に

欠
か
せ
な
い
ス
イ
ー
ツ
で
あ
る〝
か

き
氷
〞
市
場
の
盛
り
上
が
り
に
一
役

買
っ
て
い
る
。

　近
年
の
猛
暑
で
ア
イ
ス
ク
リ
ー

ム
関
係
が
伸
び
に
く
く
、
か
き
氷
需

要
が
高
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
受

け
て
の
取
り
組
み
で
、
同
社
で
は
マ

イ
ヤ
ー
メ
ロ
ン
、
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
、

バ
ラ
、
青
し
そ
、
バ
タ
フ
ラ
イ
ピ
ー
な

ど
、
彩
も
香
り
も
幅
広
い
商
品
群
を

展
開
。さ
ら
に
、
残
暑
が
続
く
９
〜
10

月
に
商
品
と
し
て
無
理
な
く
提
供
で

き
る
よ
う
、
梨
、
栗
、
柿
、
紅
葉
な
ど
の

秋
系
新
作
も
開
発
し
た
。

　昨
年
発
売
し
好
評
を
得
て
い
る
国

産
す
い
か
を
用
い
た「
す
い
か
ソ
ー

ス
」
の
姉
妹
品
と
し
て「
す
い
か
・
プ

ラ
ス
」
も
新
発
売
。
か
き
氷
へ
の
応

用
、
プ
デ
ィ
ン
グ
、
ド
リ
ン
ク
、
蒸
し

ケ
ー
キ
な
ど
の
考
案
レ
シ
ピ
を
提
供

　し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
・
日
本
料
理
店
、
和

食
レ
ス
ト
ラ
ン
、居
酒
屋
な
ど
を
全
国

し
需
要
拡
大
を
図
っ
て
い
る
。

　菓
子
店
の
売
り
上
げ
が
減
る〝
夏

枯
れ
〞
対
策
に〝
か
き
氷
〞
を
導
入
し

や
す
い
よ
う
、
か
き
氷
機
メ
ー
カ
ー

と
の
コ
ラ
ボ
企
画
も
実
施
中
。

　社
会
福
祉
系
四
年
制
大
学
の
先
駆

け
的
存
在
と
し
て
福
祉
分
野
に
多
く

の
人
材
を
輩
出
し
て
き
た
日
本
福
祉

大
学
。
同
大
学
の
社
会
福
祉
総
合
研

修
セ
ン
タ
ー
が
運
営
す
る
福
祉
分
野

求
人
情
報
サ
イ
ト「
Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
＋
Ｊ

Ｏ
Ｂ
」（
ふ
く
た
す
ジ
ョ
ブ
）が
中
心

と
な
っ
て
、
福
祉
に
係
る
仕
事
に
つ

い
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
詰
ま
っ
た
複
合
型
イ
ベ
ン
ト
が

７
月
22
日（
水
）に
開
催
さ
れ
る
。

　25
の
事
業
所
が
参
加
し
、
高
齢
者

福
祉
、
障
が
い
者
福
祉
、
保
育
、
社
会

的
養
護
な
ど
福
祉
に
係
る
幅
広
い
分

野
を
網
羅
。
大
学
主
催
な
ら
で
は
の

学
び
と
仕
事
を
つ
な
げ
た
キ
ャ
リ
ア

全
体
を
考
え
る
こ
と
の
で
き
る
イ
ベ

ン
ト
と
な
っ
て
い
る
の
が
特
徴
だ
。

　福
祉
系
を
学
ぶ
学
生
、
転
職
希
望

の
社
会
人
だ
け
で
な
く
、
セ
カ
ン
ド

キ
ャ
リ
ア
と
し
て
福
祉
分
野
に
関
心

を
持
つ
シ
ニ
ア
層
、
日
本
で
就
職
を

目
指
す
外
国
籍
の
人
な
ど
も
大
歓
迎

と
い
う
。

　会
場
は
Ｊ
Ｒ
鶴
舞
駅
、
地
下
鉄
鶴

舞
駅
か
ら
ほ
ど
近
い
同
大
学
鶴
舞

キ
ャ
ン
パ
ス
。
開
催
時
間
は
14
時
〜

16
時
30
分
。
入
場
無
料
、
履
歴
書
不

要
、入
退
場
自
由
、服
装
自
由
。

　な
お
イ
ベ
ン
ト
内
容
へ
の
事
前
予

約
に
は「
Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
＋
Ｊ
Ｏ
Ｂ
」へ
の

会
員
登
録
が
必
要
。
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注目を集めた地中熱利用促進協会のブース

すいかソース、すいかプラスを用い

たかき氷（Sweets ＋ KitchenAR13）



え
え
え
え
え

公
共
に
ひ
ら
い
た
共
創
施
設

コ
モ
ネ
開
業
１
周
年
祭
開
催

　岐
阜
大
学
・
名
古
屋
大
学
を
運
営

す
る
東
海
国
立
大
学
機
構
が
名
古
屋

大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
設
け
た
、
地

下
鉄
・
名
古
屋
大
学
駅
か
ら
直
結
の

公
共
に
ひ
ら
か
れ
た
共
創
施
設「
Ｃ

ｏ
ｍ
ｏ
ｎ
ｅ

　Ｎ
ｅ
ｘ
ｕ
ｓ
」（
愛

称
コ
モ
ネ
）で
７
月
３
日（
金
）、
４
日

（
土
）、「
コ
モ
の
市

　＃
０
４
」が
開

催
さ
れ
る
。

　「
コ
モ
の
市
」は
同
施
設
が
オ
ー
プ

ン
し
た
２
０
２
５
年
７
月
の
第
０
回

を
皮
切
り
に
３
ヵ
月
ご

と
に
実
施
。
コ
モ
ネ
全

館
を
あ
げ
て
学
生
や
研

究
者
、
ク
リ
エ
ー
タ
ー
、

地
域
の
人
々
が
混
ざ
り

合
う
見
本
市
と
し
て
開

催
し
て
き
た
。
５
回
目

の
今
回
は
、
一
周
年
祭

と
し
て
よ
り
充
実
し
た

内
容
を
企
画
。
子
供
か
ら
大
人
ま
で

世
代
を
超
え
た「
好
奇
心
の
交
差
点
」

を
体
感
で
き
る
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
イ

ベ
ン
ト
と
な
る
。

　「
未
来
の
あ
た
り
ま
え
」に
出
合
え

る
コ
モ
ネ
で
活
動
す
る
30
以
上
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
発
表
、次
世
代
向

け
研
究
体
験「
Ｃ
ｏ
ｍ
ｏ
Ｎ
ｅ
ア
カ

デ
ミ
ア
」、
創
造
系
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
、
ア
ー
ト
展
示
な
ど
、

一
日
中
楽
し
め
る
30
以
上
の
コ
ン
テ

ン
ツ
が
集
結
。
２
日
間
に
わ
た
り「
未

来
の
共
創
」を
体
験
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
展
開
さ
れ
る
。

　詳
し
く
は
下
記
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
で
。

展
開
し
、「
木
曽
路
」業
態
で
60
周
年
を

迎
え
た
木
曽
路（
名
古
屋
市
昭
和
区
）

は
、「
和
の
食
・
お
も
て
な
し
」と
い
う

同
じ
理
念
を
持
つ
和
倉
温
泉
の「
加
賀

屋
」の
能
登
半
島
地
震
か
ら
の
復
興
支

援
と
日
本
文
化
の
継
承
を
目
的
と
し

た
取
り
組
み
を
開
始
し
た
。

　加
賀
屋
は
地
震
で
建
物
が
大
き
な

被
害
を
受
け
、
い
ま
だ
全
館
休
業
の

状
態
。
そ
こ
で
加
賀
屋
の
味
や
サ
ー

ビ
ス
を「
木
曽
路
」か
ら
広
く
発
信
し

復
興
へ
の
一
助
と
す
る
考
え
。

　第
１
弾
と
し
て
６
月
１
日
か
ら
加

賀
屋
監
修
に
よ
る
能
登
の
食
文
化
が

詰
ま
っ
た
持
ち
帰
り
専
用
弁
当「
初

夏
の
旬
彩
膳
」（
税
込
み
３
５
６
４

円
、
３
日
前
要
予
約
）を「
木
曽
路
」全

店
舗
で
発
売
。
ま
た
加
賀
屋
で
使
用

し
て
き
た
食
器
の
数
々
を
譲
り
受
け

て
の
店
舗
で
の
活
用
や
、
加
賀
屋
オ

リ
ジ
ナ
ル
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
、
加
賀
屋

せ
ん
べ
い
な
ど
、
加
賀
屋
で
親
し
ま

れ
て
き
た
品
々
の
販
売
も
行
う
。

　同
弁
当
の
販
売
は
７
月
15
日
ま
で

の
期
間
限
定
だ
が
、「
一
時
的
な
支
援

に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、
サ
ポ
ー
ト

を
継
続
し
て
い
く
」（
木
曽
路
広
報
担

当
者
）と
し
、
第
２
弾
以
降
の
企
画
は

検
討
中
だ
が
、
加
賀
屋
と
コ
ラ
ボ
し

た
店
内
メ
ニ
ュ
ー
の
展
開
な
ど
を
視

野
に
入
れ
て
い
る
と
い
う
。
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を明記の上、ハガキまたは E-mail

にて下記までご応募ください。

締め切りは８月１日（必着）。

※当選は発送をもって代えさせていただきます。

2026.7 2026.7

過去のコモの市の様子

©Wataru Sato

４つの仕切りで旅館での食事提供の流れ

を表現した持ち帰り弁当「初夏の旬彩膳」




